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Sirius Presents Photo Exhibition Vol. 798
アイデムフォトギャラリー｢シリウス｣年頭企画展

ギャラリートーク：1月 13日㊊㊗
14:00～　参加費無料　予約不要

2020年1月6日㊊－15日㊌
10:00～ 18:00　［最終日は 15:00まで］

日曜日休館　入場無料

アイデムフォトギャラリー「シリウス」

榎並悦子［写真家］
ゲスト

鈴木加奈子 withアリエル［トロンボーン奏者＋盲導犬］
小暮愛子 withコニー［ライフコーチ・パラ空手家＋盲導犬］



榎並悦子 写真集

光の記憶 

見えなくて見えるもの ―視覚障害を生きる

視覚障害をテーマとした写真展を開催します。初めて視覚に
障害がある方と接したのは中学生の時でした。訪ねた高齢

者施設では、針仕事や楽器の演奏、造花を作ったり、指先で読
書をする人の姿がありました。目が不自由という制約から、マイナ
ス面ばかりをイメージしていた私には、その姿は衝撃的でした。そ
してまた、見えていれば何でも無いことが、見えないことで大きな危
険や恐怖につながるということも教わりました。その時の縁が繋がり、
今回の写真展テーマとなりました。

そもそも「見える」とは何でしょうか。見えていることは視ている
ことでしょうか。人は五感（視覚、聴覚、味覚、嗅覚、触覚）

によって外界の状態を認識するといいますが、視覚でなくとも、触る
ことや聴くことで「視る」ものもたくさんあるのだと、視覚障害の方
に気づかされました。

子どもたちが通う「あいあい教室」、盲導犬の育成施設、トロ
ンボーン奏者、社交ダンスやボート競技などと取り組む人た

ちの様子が、視覚障害について考える一助となり、バリアフリーな
社会が広がっていくことを願っています。　　 榎並悦子

榎
並
悦
子
＝
写
真

光村推古書院

     
見
え
な
く
て
見
え
る
も
の

   
―
―
視
覚
障
害
を
生
き
る

光
の
記
憶

光
の
記
憶 

見
え
な
く
て
見
え
る
も
の 
―
視
覚
障
害
を
生
き
る

榎
並
悦
子
＝
写
真

光
村
推
古
書
院

点字は右図のように縦 3点、横 2点の 6つの点の組み合わせを 1マスとしてできています。
読むときは凸面を左から右へ読みます。（点字器で書くときは右から左へ）。組み合わせは
63通りあり、50音、数字、アルファベット、記号などを表すことができます。
（点字表制作：就労継続支援 A型・就労継続支援 B型 FSトモニー）

「Braill Neue（ブレイルノイエ）」は点字と墨字が一体となったユニバーサルな書体で、目が見える人
も見えない人も、同じ文字を読むことができるようにとの想いで、発明家・高橋鴻介氏が考案した新
しい点字フォント。これまでにも世界中のデザイナーが点字と文字を組み合わせる試みを行ってきた
が、和文書体対応のフォント開発は世界初。実用化を目指し、改良を重ねているという。

M e m o r i e s  o f  l i g h t  
—  l i v i n g  a s  v i s u a l  i m p a i r m e n t s

E t s u k o  E n a m i

点字一覧［凸面読み方］Braill Neue［ユニバーサル点字表］

Braille Neue Standard

Braille Neue Outline

Ⓒ 2018 Braill Neue

記号はほんの一部です

ISBN978-4-8381-9850-4
C0072 ¥0000E

定価［本体 0,000 円＋税］

著　者： 榎並悦子
体　裁： B5変型　
 上製本　
 144頁
予　価： 3,000円＋税
発売日： 2020年 1月
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